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グアーガム分解物の摂取が 

新型コロナウイルス感染動物モデルの感染死を抑止 

～腸内細菌叢由来代謝物質の関与を示唆～ 
 

 

発表のポイント 

◆食物繊維であるグアーガム分解物（以下 PHGG）の摂取が新型コロナウイルス感染症による

ハムスターの感染死を有意に抑止できることを明らかにしました。 

◆PHGG 摂取群では腸内細菌叢由来の有用成分である短鎖脂肪酸と、新型コロナウイルス感染

症の重症化を抑制することが報告されている二次胆汁酸が有意に増加していました。 

◆PHGG のプレバイオティクスとしての今後の研究が期待されます。 

 

発表概要 

慶應義塾大学先端生命科学研究所（住所：山形県鶴岡市、所長：荒川 和晴）の福田真嗣特任教

授と楊佳約（ヨウ カヤク）特任助教は東京大学医科学研究所附属感染症国際研究センター 感

染制御系ウイルス学分野（住所：東京都港区、センター長：川口 寧）の一戸猛志准教授、およ

び株式会社メタジェン（本社：山形県鶴岡市、社長：福田 真嗣）と共同で、ハムスターを用い

た新型コロナウイルス感染動物モデルにおいて、PHGG の摂取が新型コロナウイルス感染症に

よるハムスターの感染死を有意に抑止できることを明らかにしました。PHGG 摂取群では便中

で腸内細菌叢由来の有用成分である短鎖脂肪酸が増加し、さらに便中および血中で新型コロナ

ウイルス感染症の重症化を抑制することが報告されている二次胆汁酸が増加していました。そ

のため PHGG は、腸内細菌叢に作用することでこれらの代謝物質産生を促進することで、新型

コロナウイルス感染症を有意に抑止することが示唆されました。 

本成果は、国際的なオンライン学術誌「Gut Microbiome」に 1 月 14 日付（現地時間）で掲載

されました。 

 

発表内容 

 これまでの研究で腸内細菌叢や、腸内細菌叢由来代謝物質が新型コロナウイルス感染症の重

症化やその抑制と関連することが報告されています。本研究ではプレバイオティクスとして知

られている PHGG の新型コロナウイルス感染症に対する影響を調べました。ハムスターを通

常食を摂取させる群（コントロール群）と 5％PHGG 添加食（注 1）を摂取させる群（PHGG

摂取群）に分け、摂取 2 週間後に新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）を経鼻感染させました。
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その結果、コントロール群では感染 10 日後の生存率が 25％であったのに対して、PHGG 摂取

群では、生存率が 100％でした（図 1）。 

また、PHGG 摂取群のハムスターの便中では腸内細菌叢由来の短鎖脂肪酸総量と、プロピオ

ン酸、吉草酸および二次胆汁酸の一つであるウルソデオキシコール酸（UDCA；注 2）がコント

ロール群と比べて有意に多いことが明らかとなりました（図 2）。また、血清中では、腸内細菌

叢由来の二次胆汁酸であるデオキシコール酸（DCA；注 2）の濃度がコントロール群と比べて

有意に高いことが明らかとなりました（図 2）。短鎖脂肪酸には抗炎症作用が報告されており、

UDCA や DCA などの二次胆汁酸には先行研究(注 3)で新型コロナウイルス感染症の重症化を抑

制することが報告されています。そのため、PHGG は腸内細菌叢由来の代謝物質の産生を促進

することで新型コロナウイルス感染症の重症化を抑止することが示唆されました。 

今後は PHGG を含むプレバイオティクスや腸内細菌が健康に与える影響を引き続き探索す

ることにより健康社会の構築に貢献します。 

 

 
図 1 SARS-CoV-2 感染後のハムスターの生存率（有意水準：0.05;一般化 Wilcoxon 検定） 
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図 2 腸内細菌叢由来代謝物質の便中の量（A-D）および血清中の濃度（E） 

 （*: P < 0.05, **: P < 0.01; Wilcoxon の順位和検定） 
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研究助成 

本研究は、福田真嗣特任教授に対する日本学術振興会科学研究費助成事業（22H03541）、科学

技術振興機構戦略的創造研究推進事業（JST ERATO）深津共生進化機構プロジェクト

（JPMJER1902）、日本医療研究開発機構 革新的先端研究開発支援事業（AMED-CREST）

（JP23gm1010009）、糧食研究会などの支援の下で実施されました。また、一戸猛志准教授に

対する AMED SCARDA ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形成事業（ワ

クチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点群 東京フラッグシップキャンパス（東京

大学国際高等研究所新世代感染症センター））、および便中細菌叢解析および代謝物質解析の一

部はネスレ日本株式会社による支援で実施されました。 

 

用語解説 

（注１）5％PHGG 添加食：餌中デンプンの 5%を PHGG に置き換えたもの 

（注２）ウルソデオキシコール酸(UDCA)とデオキシコール酸（DCA）：ともに腸内細菌の代謝

によって産生される二次胆汁酸。免疫機能や代謝機能に影響することが報告されています 

（注３）UDCA と DCA の先行研究：福田らは先行研究で、デオキシコール酸やウルソデオキ

シコール酸などの腸内細菌叢由来二次胆汁酸が、TGR5 や FXR などの受容体を介して新型コロ

ナウイルス感染症の重症化を抑制することを明らかにしています。（Nagai, et al., Nat. Commun. 

14: 3863, 2023. DOI: 10.1038/s41467-023-39569-0） 

 

問合せ先 

〈研究に関する問合せ〉 

慶應義塾大学先端生命科学研究所 

特任教授 福田 真嗣（ふくだ しんじ） 

 Tel：0235−29−0528  

E-mail: sfukuda@sfc.keio.ac.jp 

 

国立大学法人東京大学医科学研究所 附属感染症国際研究センター 感染制御系 ウイルス学

分野 

准教授 一戸 猛志（いちのへ たけし） 

 Tel：03-6409-2125  

E-mail: ichinohe@ims.u-tokyo.ac.jp  

 

〈報道に関する問合せ〉 

慶應義塾大学先端生命科学研究所 渉外担当 

Tel：0235-29-0802 

E-mail: pr2@iab.keio.ac.jp 
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国立大学法人東京大学医科学研究所 プロジェクトコーディネーター室（広報） 

Tel：090-9832-9760 

E-mail: koho@ims.u-tokyo.ac.jp 

 

株式会社メタジェン 広報担当 

Tel：0235-64-0330 

E-mail: info@metagen.co.jp 


